
／

φ

a．、糧』 鉱

年　次 出鉱量（t）
品 “位

Cu（％） Pb（％）　　　．Zn（％）　　　Ag（g／t）

1944

1945

1946

1947

10，613．9

7，443．9’

8．244．3

9，672．6

0．68

0．77

0．84

0．59

5．01　　　　　　　　　　8．44

．4．93　　　　　　　6　　　8』97

452　　　　9．03
2．82　　　　　　　　　　5．24

91．1’

94．8

93．9

76．9

b．糖　　鉱

　　　　　　　　品闇　位
年　家、　錯精鉱（t）　　虐、

　　　　　　　Pb（％）　　Ag（％）

1944

1945

1946

1947

80』5　　　　　　56．7　　　　　　661．0

44．0．　　　　　　56．7　　　　　　　712．1

32．1　　　　　　60．0　　　　　　715．4　，

55．3　　　　　　　64．3　　　　　　　799、8

混合孚糖鉱（t）
品 位

　〆・　　　　’一Cu（％）　．Pb（％）　　Zn（％）　　Ag（91t）『

　　20牧あり，今後更に発見される可能性がある。併し現

　　在は開発の主力が皐号鐘ユ枚にお為れ・確定鉱量は割
　　に少なく，現在建設中の浮遊選鉱場の操業の爲には，急速

　　な探鉱が必要である。探鉱の指針は今回調査の結果によ
　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

、　　　り明かにされ，その成果も期待し鴛ると思う。

2，782．8．　　　　　1．（｝5

2，080．9　’1．82

1，525．7　　　　　　2．00

2，003．5　　1．62

8．79　　　　　　17．24　　　　　　187．6

9．64　　　　　　14．25　　　　　　192．0

10．24　　　　　　19る60　　　　　　219．3

7．65　，　　　　　15．36　　　　　　198．1

　なお太良鉱山の鉱床と同種のものは東北日本内幣に数

多知られて居り・本鉱床と同様な鉱床学的特徴の認めら

．れることはほ罫確実である瓜そ塾らに就いては引続津

調査中であるから追つて報告するであろう。

　　　　　　　　　　（昭和23年7月）’

55＄・43：550・8（524）：622

　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　グ

　　　後志國今金鉱山銅鉛亜一鉛鉱庫調査報告
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硬

彰＊

0．1－3．7％Cu，2．1－22．8％P玲，7．7－25．8％Zn．

　　　　　　要　　約　　ノ，
今金鉱山は瀬棚郡今金町にあつて，今金駅の北直距離

10．5kmに当る。附近の山地は花崩質岩とζれを広く被

覆する変朽安山岩からなるg鉱床は変朽安山岩及び花醐

質岩中g鉱脈で，現在迄に十数條知られてめる。梅して

走向南北に茸！，70。以7hの急斜をなすものが多V・。こ

れらの鉱脈は1菱々ンガン鉱・づラ輝石及び石英¢）網肌脈

とこれを貫く石英賑との複成鉱脈をなし，蔓の晦は多く

は
，

0・昼～2mである・銅，鉛，亜錯鉱物は石英脈中に・

多く・富鉱体は幅10～5qcmの断続する鉱條をなして発

達する。鉱石には縞状構造，F角礫構造及び晶洞構造が見

られる。鉱石を構成する鉱物には菱マンガ契鉱・バラ輝

石・ペンウイス鉱・石英・氷長石・線泥石・方解石・黄

，鉄鉱・黄銅鱗・閃亜錯鉱b方錯鉱・赤鉄鉱がある。品位は

15号賑の富鉱体では銅α1～3』7％，錯2．1～22．8％亜錯

7ヤ～25，8％で，14号蕨では銅0。5％以下，鉛4』1～8ξ1％
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　今金駅より事務所ま

で（道路に澹V・約15

km〉は辛うじて馬車

を通し得る。事務所よ

り15号脈に至る欄には

小径が通じて恥る（這、

『路に澹V・2。550m）が，途

中で比高．600mの山陵

を越えるので往路2時1

．聞孚身帰路1時間牟を

要ヨ』る。その他の鉱床．

へは事務所より大豊坑’

に至る小径の外はう全』

く滋路がないので難草

を分けて饗ぢ，或は沢

．中を徒渉する外はない。

亀

亙IL　地形及び地質、

第工図’今金鉱串地質図

・亜錯6・1～8・3％で昂るカ1・その他の鉱脈では亜錯20％

に・近い部分はあつても錯は2・6％以下で・銅は更に微量

で1％にも達しないので稼行価値に乏・しい。探鉱が進ん，

で“ないため，鉱床の規模は明かでな》が，一般に富鉱

㈲幅が小さやの力移麹鰯を期待するととは騨
である。

　　　　　　　　　　　　　　　、
　　、　『　亙・緒　　言
　今金鉱山の銅，錯，車錯鉱床の発見は比較的新しく，．

昭和24年1月以來甑知鉱床中最も有望な15．号脈が探

鉱せられてV・る。然し鉱床は僻蓮の地にあつて鉱石，鵯物

資の蓮搬が極め七不便なため蓮搬施設，選鉱施設，佳宅

建設等を必要とする関係上，この鉱床の開発には幾多の

問題が残されてv・る。筆者は鉱床の概略を釦るため昭和・

24年8月’311日より9月5臼までの間，現地踏査を　、

．行つたのでジ以下にその結果を報芦する。．なお採取試科

の化学分析は伊藤聰，山本利雄の両名が当つた。　　尾
　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　・　　　　　　夢

　　　　　II．位置及び交通　’　」
か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド

鉱床は瀬棚郡今金町にあるが，，鉱山事務所は今金町と

の境界に近い東瀬棚村側にある。鉱床は瀬棚線今金駅の

北直距離10・5kmに位し・事務所の東直距離2・5km以．

丙に散在する。鵯

r
／

・噂1附近一幣は海抜300

7LOOOmlの高腺4あ
　つてンその北には鉱区’

　境に近く、カスベ岳
　（10492m）及びメツナ

岳（114ス2m）が聾立すぐq本地域の市央束寄りには南北

に麟る馬9背状の喉があつて・・その酉側に如名川

の支流が西涜し・東側には左股川が南流すう・ともにV字

谷を形成し，鉱区内には僅かに貝名川に滑つて狭長なZFl

坦地があるに過ぎない。　　　　　　．　・

　串地を構成するものは花簡貫岩と客朽安山岩で！（第冥

図），『前者はこ．の地域の基盤をなし，．出腹ヤ位と耳名」甲こ

・澹つて聯する遜都熔岩灘劇て広く紳ヰ発
達し，”局部的に』葉塊岩質の所がある曾

　花韻岩腋絶乃至嬬色聾レ中緯乃至雛為、
、鉱床附近では熱水変質のため変朽安山岩乏の区別が野外、

に於て因難な場合がある。貴質恥らは花崩岩と花歯図線、

岩とに鮒られるび滴都灘関係セ妨る・鏡下に斜』
’
長
石
（
遡

曹長石一ラブラドル長戸）・．普通角閃石』黒累母

の自形乃至牛自形結晶とその欄を動る石菊鯉艮

石及び石英と鯉長右の嫁髄晶からなり・副成騨1

物ロ鱗臨鰍鉱梛等跡る・球分鋤の轡兎＼
網鉱撚r般購泥石ρ糠石較り・郵じ噸廓・
を留める』に過ぎない峯とが多いたあ』普通角閃石と黒雲

母の量的関係は明かでないが，概して普通角閏石の方が『

多瞳、融分鉱榊で麟妬が騒多囑この花潔
岩峡月高系堆積後に逆入したものぞ，一獺棚郡り各所に説

　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　●
19一（200＞
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ひ　、

として・河流に沿う小区域に・露出する布嵐岩類とは同』

一岩漿活動期のものであろうo

，変朽安山岩は荻緑色叉は赤紫色で，珪化作用の進んだ

ものでは次白色を呈する。変質の著しいものでは原岩の’

構邉を肉眼で認め難V・ものがあるが，多くは斑肌構造が

明かであ喝。斑晶には斜長石と輝石とがある。斜長石

（A＃65～70）』は絹雲母・方解石・線簾石・石英等の集合に

変り．かすかにアルバイト双晶を認め得るものが多V・。

輝石は全く線泥石叉は線簾石・方解石の集含となり僅か1

㌍輪廓を辿れるに過ぎない。石基は線泥石・線簾石・方・

解石・絹雲母等に変りプその中

に析状斜長石・磁鉄鉱・ガラス

を残すことがある。一般に広く、

黄鉄鉱の鉱染をうけ，「鉱床附近

のものには珪化作用の著しいも　・

のがある。

　　　　　　　ド　　亘V．『鉱　　床

　鉱床は変朽安山岩及び花巌質

　　　　　　　　リ　ハ岩中の裂舞を充墳した鉱賑で，’
　　　　　　　　　　　　　　　北引立
現在までに10條余り蜘られて　　　　』一　　　”

V・る・。これらの鉱脈は走向南北

に近いものが多く， 一般に70♀，P

駈り鰍翫す・このように
本地域全沐（変朽安山岩中のみ

彫

脈・5号脈・7号脈・8号脈・大豊脈．づ4号脈がある。黄銅鉱ジ

閃亜錯鉱の梢々多い所があり，方錯鉱は概して少なく，脈

石では菱マンガン鉱，バラ輝石が石英より多いものがあ

る。

　く3）南部地区では変朽安山岩串の鉱脈で，1号脈・2

『号脈がある。概して硫化鉱物に乏しく，金によつて特徴

づけられるもので，脈石では石英が多く，菱マンガン鉱・

バラ輝石は（1），（2）に比して少ない。現下各鉱床につ

いて簡箪に，記載する。

　〔東部地区〕

く石英脈圃とからなる複成鉱脈　　　　　一

　¢、瓜⑥

　　測蜘
　　▽》）3，＼

　　　ヤ・く

　　　▽
石臼＼

　　　　　＼

＼

煽裂勲／、』・、

　ゾ〉〆＼｝の　　　　　仏」、恩

南引逗

　　　　　　　　　　　　　ゾ　も　　　『　ゆ　　　ヲ　　　　 　　　　　ぜ

　　　　　　　　　　　　　ゾ　ム

瓜靴

で，綱状脈部を含めた鉱床の幅

は0・5～2mであるρ・銅・錯・亜

、鉛鉱物は石英脈中に多い。本地

域の鉱床は概観すれば3地区に

分けられ・その各夕に於て多少

　　　の
特憧を異にしている。

　　　　　　　　タ　（1）束部地区では変粒安山，
岩中め鉱脈で，15号脹。14号脈・9

号脹がある。無面値な9号脈を

除外すれぼ，概して方錯鉱・閃亜

錯館が多ぐ，黄銅鉱はζれに弐

ぎ，阪石では石英の方が菱マン

ガン鉱，バラ輝石より多い。

』
（

2〉中央地区では変朽安山

岩叉は花梅質岩r＃の鉱賑で，6号

ゾ

　　、言、矯
　　、＼　岬　 ／へ
　　／／」ズ
　　＼1　　、　　　、〆71［

！紡1
、W　　　，－、￥’

Z

　》
　　γ　》
　ゾ
／と、’　v　v
・κ　ソ　E

　　》

v－1り

》、1
り＼

　》＼！
　ぜ△
　寸’
　　》

瞬畜鉱部
1羅燕羨豚部

第2図・今金鉱山15号脈坑丙鉱床見取図
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　i）・5号1辰坑道嚇押延長は恥で樽の地乖に．

16m余に露頭があつて延長12mである。鉱脹は走向

N20。Wで西に70。～80。．傾斜し，・菱マンガン鉱，バラ

輝石及び石英ID網状脈と・略その中央を占める幅10～50

cmの断続する石英脈とからなり，網1伏脈を含む幅1よ0．5’

乍3m2である。鉱床中には著しV、断層はなく・坑内北引

立附逞（第2図）に5走向N70。Eで南に25。傾斜する断

　　　　　　　　　　　　　も暦があるが，その転位は極めて小さい。，銅・鎖亜錯鉱

物に．富む部分は主として石英中り晶洞を縁取り・或は母

、岩叉は網状脈部との境に沿つて梢々連績性をもつ鉱條と’

　　ロ　ニ
して発達し，或は多少レンズ斌をなして断続する。網状脈

部では一般にその含有は少なく稼行価値に乏しいが，時

に石英の網状脈では盤際に直接して濃集するととがあつ

て，坑丙北引立下盤附近のように，との種の網状脈が密』

集する所では採掘に値ナる、ことがある。鉱石中の金属鉱

物には黄鉄鉱・黄銅鉱・閃牽錯鉱』・方錯錦・赤鉄鉱があ

る。その中赤鉄鉱ほ石英脈中鱒限られるが・他のものは

網状脈部にも右英脈部にも産し，量に於では石英脈部に

多い・概て露頭部麓蘇鉱が多く・坑内では閃麟、

鉱・・方錯鉱が多いようであるが，探鉱不充分なためこの

、傾向が未確認部分り鉱脈にまで導てはまるかどうかは明

かでない。閃亜錯鉱と方錯鉱の量的関係でほ，殆んど常

に閃亜錯鉱の方が多いことが鏡下に於ても分析結果によ

つても明かである。

　ii）14号脈左股川に澹づて約100血聞露出する。露

頭北部では走向南北宅直立に近いが，南牛では多少轡曲

　　　　セLて走向N10。Eと准わ東1こ50。一や0。傾斜する。脈幅一［
『
は
北
蔀 で1璃南部で3qcm．丙外晦る・纐は一般に
晶洞に富む石英よりなり・』富鉱体は鉱脈の中央又は下盤

1際に発達し，幅15～20cm マある。．鉱石鋒物1；は多いも

のから順に黄鉄鉱・閏亜錯鉱・方錯鉱・黄銅鉱・赤鉄鉱ボ、

あり・、脈石は殆んど石英で・氷長石が少量含まれる所カギ

あるが，菱マンガン鉱・バラ輝石は殆んど見られなV・。

　iii）9号脈　山腹王に約20mに亘つて露出し，走向F

』N10bWで東に80。傾斜する。脈幅は李均60cmで，ご

れに幅2～3ごmの李行細脈を件つてV・る。粗粒の石英と1

酸化々ンガ著鉱からなり，両者は明かな縞斌構造を示し，

この中には黄鉄鉱の少量を散ぞ点する汎、、鏑錯・牽錯鉱物

は全く認められなV、。

　　　る　、〔中央地区〕・

“
i
v
） 6号脈，変朽安山岩中にあつて，約ヱOm間に露出，

する。・走向N10。Eで直立し，帳は50cm香ある。そ¢》

中央部の30cm間は菱マンガン鉱・バラ輝石・石英の網　．

獣脈と永長石・石英脈か多らなつて，少量の黄鉄鉱・方錯鉱

等を含むに過ぎな～《。その両側の10とm問に硫化鉱物に‘

富む部分があるが，数mで尖滅杢る。ヒの部牙の鉱石に
’
は
黄
銅
鉱 ・銅藍・黄鉄鉱が多く，閃亜錯鉱ず方錯鉱も件わ

・れる。その亭均品位は銅6。07％，錯4．22％，亜錯7、86％，

であるd

　v）ブ号脈花崩質揖中p鉱脈で航内の鐘押延長は12

mである。走向N30。Wで西1こ759傾斜し，脈幅は・10cm

である。母岩中には黄鉄鉱が広く鉱染しているが，、鉱脈

は殆んど石英と少量の菱マソガン鉱・バラ輝石のタより

なつて硫化鉱物を殆んど含まない。　・、

　、v三）5号脈7号脈の錘先に．当り，数m聞に露出する。

走向・傾斜は7号脈と杢く同様で，脈幅は概題70～80cm

である。その中央の50～60cm間は石英よりなつて硫化

鉱物を殆んど含まないが，［その両側の盤際約10cm間に

黄鉄鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱・董銅鉱に富む部分がゐ菌。ご

め部分は淳続性に乏しく，李塊晶位は卸0．51％，錯、0，50

％，亜錯6．52％である。

　・轍）8号脈花嵩質岩中の網状脈で，・坑内の鍾押延長

・30mである5北西一南東方向に伸び，嘔2m内外の聞に

’発達する。鉱床は著しい露天化作用をうけて主として酸　．

化マンガン鉱・福鉄鉱・石英からなり，その雫均品位は銅

痕跡・鉛痕跡ε：亜錯2．07％である。

　viの　大豊脈変朽安山岩中の鉱脈で，坑内の鐘押延長　・

は・100m余であるム走向 N30。W：で南西に80。傾斜し　’

そρ幅は多くは50cm丙外で，最大3mに達する所が第
る。鉱床は主≧し∫菱マンガン鉱・バラ輝石の網状脈か，

　　　　　　のらなり，その一部（多くは中央部）に幅40cm域下の石

　　　　　　　タ英脹がある。菱マンガン鉱・バラ輝石の大部分は土欣の

酸化マンギン鉱となつて居り，との部分を分析した所』

銅痕跡・錯o・20％・亜錆14。03％であつた。石英脈は不規・

則で直ちに細脈となり，叉はレンズ状をなして断続し，

・で部に少量の黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜錯鉱等が含まれる外は

概して硫化鉱物に乏しい。、

　・ix）4号脹一変朽安山岩中にあつて，［坑道の鍾押延長一

は12mである。走向：N20マWで西に80。内外優斜する。・

菱マンガン鉱g’バラ輝石・石英の網1伏脈ととれを貫く石

英脈からなLり・全体の帳は2mに近い。その串石英脈は

幅10～30cmで・時に黄鉄鉱・董銅鉱・錯亜錯鉱・方錯鉱

に富むものカ§ある。　そ¢）「つにつV・て分析した所，金癬’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク．0．20％・錯2．56％・亜錯454％であつた。．

　〔南部地区〕

　x）1号脈走向南北乃至N2QOWで東に75Q丙外傾’

斜する鉱脈群で・坑丙の鐘押延長は約80mである亀その

主体をなす網状脈些菱マンガン鉱？バラ輝石及び石英か，

らなり・幅億糊iして1～名mであるが著しV・所では・4皿

　　　　　　　　　　　　ヒ　トリに達することがある。網状脈中には少量の氷長石を含む

¢・　　　，21一一（202）　［
＼
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1

灘驚誘慮鴛総唖萎．
．嘗つて金鉱として採掘された・然し從來の分析

によれば上鉱で金4～89／tに過ぎないとゆう。

他成分を見るためこの部分につv・て分析した所F

では銅痕跡・錯痕跡・亜鉛0。20％である。・坑口

附近にこの鉱床に亭行な晶洞質石英脈の大露頭

があるが，硫化鉱物は極めて微量で，含金を予

想し得る所もなV・。
’
x
i
）
3 号脹1号賑と圃蹴菱マγガン鉱・バ

ラ輝石及び石菓の綱状脹で，南北に』走？て略直

立し，坑内の鐘押延長は約60mである。幅2m

内外に達し，一その中に幅30cm以下の石英脈が断続し，

更にζれに弔行な石英脈が2～＄條確められている。ζ：

　　なれらg石英脈中には硫化鉱物を肉眼で認め難熔。嘗つて

金鉱としそ探鉱せられたものであるが，1g／t程度の含金

を見るに過ぎな》という。網1伏脈音励こつVl’で分祈した所

では銅痕跡・錨導跡・亜錯031％である。

一　　・　一 マンがン鉱化期 主要金属鉱化期
菱マ〉ル鉱

バう腫鉱
ペンビス鉱

石　　英
ラk長石

綜泥石
方解石，
黄鉄鉱
薫銅鉱
閃壷鉛鉱．

方鉛鉱
赤鉄鉱

一
’
　
　

＿一一＿

《
，
一
　
　
　
　
’
　
　
　
　
一

　　　　　　　　　　　　1
｛
　
　
4
圃
噂
■
聞
帥
■
■
馴 ■一一一，　　．

　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　’　　φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ

　　　　　　　　　一

　　　　　　　一
　　　　　　　　　　～

『第1表　鉱物晶出順序（今金鉱山）

号脈中の鉱石研磨面2個について積分台によつて量比

（容積比）を測定ずると第2表の潭りで昂る。，

，第2レ表

　　　　　　v』鉱　　石・
　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　へ
　本鉱山の鉱石に，普通な構潭と七ては縞瞬構造・晶洞構

蓬・角礫構邉がある』縞状構造では菱マγガン鉱・バラ輝．

1石が石英乏ZF行縞状をなし，或は’これらの㌧脈石と鉱石．

鉱物とが明かな縞状に鯉列する。縞状構造の一種に輪鉱

があつζ15号脈の鉱石のr部に，見られる。晶洞構邉で

　　　　　　　　　　　もはその内面に石英の良晶や方錯鉱・閃亜錯鉱等の自形結

晶が発達するレ。叉15号脈の鉱石には晶洞のまわりに最、

晩期の赤鉄鉱が晶出して，晶洞を赤く縁取づているもの

がある。角礫構造は母岩や早期の菱マンガン鉱，バラ輝

石を主とする鉱石の角礫を石英が膠結したも ので』・15号

脈のように肉眼的なものの外，顯微鏡下で屡々見られ

る。

．．鉱石g組成鉱物には菱マンガン鉱・バラ輝石・石英・氷

長石・線泥石・方解石・ペンウイ．ス鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜

・錯鉱・方錯鉱6赤鉄鉱等がある。これら諸鉱物の晶出順序

は第1表の通りで，鉱床の生成は概括的に見て2期に区

別ぜられる。第1期（マンガシ鉱化期）は菱マンガン鉱・

バラ輝石によつて代表せられ、石英は比較的少なく。，と

もに網状脈をなし，鉱石鉱物には黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜鉛

鉱彷錯鉱があるが，その量は第2期に比して遙かに少

な㎏。第2期（主要金寓鉱化期）は石英によって代表さ

れ・と：れに氷長石を件う亀りがあり・黄鉄鉱・黄銅鉱・閃

’単錯鉱・方鉛鉱・赤鉄鉱等の金属鉱物り大部分がこの時期

に晶出し，採掘可能な鉱床を形成する。これらの鉱石鉱

　　　　　　ご物間の量比は鉱脈毎に著しい差があるが，最も重要な15

鍬轟癒難．1方錯嚇鉄鉱

Al　2．5、

　’。B陣

0．8

1．9

3乳0246旨r

2．2　0．olエ．4

脈石〆

35．1

89．4

計

100．0・

100．0

堤の鉱髄のキ厩のについて雛を身下齢に記載
する。

　菱マンガン鉱ほ一般に細粒で，，バラ輝右と略大きさが

一等しいととが多いので，風化によつて濯濁したものでは

明かに区別し難めことがある・

　バラ輝石は細粒結晶の寄木状集合叉は弱毛状集合をな

し，石英との境では稽々粗粒e自形を呈するととが多く2

Vは64？～71。である。

』ペンウイス鉱は硫化鉱物を俘ぢ石英との境をと近V・菱マ

ンガン鉱・バラ輝石の集合体中に不規則に発達し・號珀一、

色を呈し牛透明である。一少量のため定量分析には適しな

いが，閉管や鏡槍分析等｝こよればマンガンの含水珪酸塩F

で，從來の慣習により嚴密に区別母ずにペンウイス鉱と

称する◎　’

　石英は粗粒のものでは粒状構造・櫛状構造・晶洞構造が一

著しく・細粒のもゐでは噛合い構造参最も普蓮で・時に

放射状集合をなすものが‘部に見られる。粗粒の結晶で「

は帯状構邉（中心部が汚濁）や火燭状潰光をなすものが』

ある。　　　　　　　　　　　　　　’　　　ド　の　1

　氷長石は屡々菱形断面を示すが，『叉他形をなして石英、

粒間を填める。

　黄鉄鉱は他形乃至自形を示し，「石英脈中のものでは自

形を呈する傾向が著ト“。．

　黄銅鉱は他形をなして方錯鉱と密接に件うと1とが多！

v・o｛　　　　　　　　　　　，　　　ξ

22一』（203）　　・。
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　　漕閃亜鈷鉱に石英晶洞中では自形を呈する携多くの場

　　合他骸であるg菱マンガン鉱，バラ輝石中のものには滴‘

　　状の溶離黄銅鉱を含むものと含まなV、ものがあるが，石

　　英巾のものは常に含んでいる。

　　　、方鉛鉱は晶洞中や冨鉱部では稻々大きV・自形結晶の集
●

　　一合として産するが，普通に．は他の鉱物の粒間を填めて他

　　，形をなす。黄銅鉱とは屡々相互境界をなす。』

　　　赤鉄鉱は晶洞を縁取り，或は縮裂中を翼たし1時に菱

　　マンガン鉱，メラ輝石と石英ξの境に発達する。薇細な

　　鱗片状の目形結晶をなし，屡々磁鉄鉱化されてv・う。こ

　　一の場食鏡下で赤鉄鉱結晶の中心部から磁鉄鉱に変』り・結

　　晶輪廓に沼りて赤鉄鉱が残つてめるのが屡々見られる・

VI．品位及び鉱量

　既知鉱床の中現在迄に確認せられき所では・経済的価

値のあるのは15号脈と翠号脈に過ぎ欺V・・その他の

鉱脈の鉱石品位はその鉱床の記載の際触れたので』こ～

には省略し，両鉱脈の當鉱体につv・て撫した試料の分

析結果を轟括して表示すれば，第3表の通りであるら一
が
．

　　　　　　　’一第3表　　　　’

．鉱床禰難 銅（％） 錯（％）

処に置くかは早急には決められないので，鉱量の算定は

閤難というべきである。

VIL　沿革及び現況

：亜錯’

（％）
銀（％）

1本鉱山は古く松前蒋によつて主として1号眠’2号脈・

が金鉱として採掘せられたヒとがあり，その後昭和16年

より19年まで堤氏によって始めは金鉱として探鉱ぜら’

れたが・金山整備後は銅鉱を目的に探鉱せられえ。その一

後1休山中の所，昭和23年12月現鉱業権者（北海道錯

鉱業殊式会蹴）に譲渡せられた。現鉱業権者億昭和24年

1月より4月まで15号脈を探掘し，4月以降は採鉱を

一時休止して道路敦修に從事している。採掘鉱石ほ手選

の後馬饒によつて今金駅に邊り1国富製錬所に約2σt売』

鉱した。その品位獄第4表の通りである・

第4表

　　A
、　B
　　C

1金（9／t）風喜／t）』

1＿　1
tr

t士

tr

40・

49

‘37

銅醐 銘（％） 麟（殉

6
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〃

〃
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〃
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〃

〃

〃
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0．62
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0．20．

0．15

’Q．6き

3．70

3．29

0．95

2．57

tr．

0．10

0～52、

12．65　　20．35

2．41　　　7．71

8。03　　13．93

　　610．60　　　3．16

2．11　　13．93

4．72　　11．94

13．15　　16．63

15．45　　25．81

8．53　　　9．28

－
22．78　　　755・

8．13　　　6。13

4．11　・　8．26

7．22　　　7．34

n．d．

〃　、

〃

〃

〃’

0．0094

〃

0．0120

n．d．

0．83　　1　　7．54　　　ド15。87

　　11．43　　卜　16．93　　　　’16．31

　　10．85　　1　　8．31　　　　15．63’

疋　一　　t

摘要
坑丙．第
2図参照
　、〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

．〃

0．0083露頭北端
　　キ　　　　わ
n．d』・露頭北部

　　露頭
”　1中央部

　〃　1露頭南部

　　　鉱量について考察するに，15号賑・亜号脈とも擦鉱が

　　進んでいないので，現在までに確認せられた部分のみよ
ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　ゆ算定し得る鉱量は僅少であるが，連続性に富む特懲が

　　あるQで，今後の探鉱によつて鉱量塘加の見海みは充分

　　あ為。然し富鉱依璽幅は概して小さく・多菟の場合膨縮

　　を繰準して断続するので・莫大な鉱量を期待する4とは

　　圏難である。特に本鉱山のよすに蓮搬不便で探鉱や選鉱

　　にも幾多の問題を残しズいる鉱床に於て，攻釜限募を何

VI夏1．結

（国冨製錬所分祈）

語

　鉱区内の変朽安山岩及び花崩質岩中には10條余の鉱

、脈が知られてv・る。何れ竜菱マンガン鉱・バラ輝石及び

石英の網状脈と，これを貫く石英脹とからなり，全休

の幅は2mを超える所がある。黄銅鉱・閃亜錯鉱・方錆

鉱は石英脈中に多く，富鉱体は石英脈中に幅10～与Q　cm

の断続する鉱條をなして発達する。現在までに確認せら

れた所では15号脈，14砦脈の外は経済的価櫨に乏し

V・。一との両鉱賑の現在の鐘押延長或は露出延長は100m

に蓬しない跳延長性に冨細特懲がわるので・今後の探1

鉱によつて醜りの鉱量に達する見込み醜るP然し鉱

床は僻遠の地にあつて蓮搬の便が悪く，稼行上の困難炉
多V・。そのたあ鉱山側では大豊坑附近より15号脈に向

・け通洞（延長1k血を超える）開繋を計劃して“るが，

それには15号賑と中央地区鉱脈群の探鉱を急ぎ，鉱床

の実休をある程度把握して竃く必要がある。荘し15号

脈・14号脈等の裸鉱9砧果品位》鉱量吋不安がなけれ鱗

現地で機械選鉱によつて精鉱とすることを考慮すべき

で・本格的な開発には採鉱・選鉱・蓮搬等に高度の蝶術を’

要するであろう。（昭1和24年19月）・　　　　　　　　　．
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